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 【指導観】 

第一次では、まず、『笑うから楽しい』『時計の時間と心の時間』二つの教材の初発の感想を書かせ、学習
課題を設定する。『笑うから楽しい』や『時計の時間と心の時間』の考えを、より実体験とつなげて捉えや
すいように「よりよいたてわり班活動へ向けて意見文を書こう」という学習課題を設定する。その際、これ
までのたてわり班活動での成果やつまずきを十分ふり返らせたい。また、同じ高学年に協力してもらうため
に、「意見文を書き、５年生に発信しよう」と、伝える相手を設定することで、目的意識・相手意識をもた
せ、    児童にとって必要性のある学習課題にしたい。 

   第二次では、まず、二教材の全体構成を理解し、筆者の主張を捉える。構成が類似した二教材を並行して
読み取ることで、双括型の構成や事例の挙げ方、文末表現などから筆者の工夫を見つけ、第三次の意見文を
分かりやすく書くためのヒントにさせる。次に、「笑うから楽しい」の内容を体験とつなげながら読み取り、
自分の考えをまとめさせる。一人学びでは、たてわり班活動からの事例を赤、それ以外の実体験からの事例
を緑、本やインターネット等で調べた事を青の付箋で整理させておく。それをもとにみんな学びでは、「本
文のどの部分からどのように思ったのか、その根拠（実体験など）、自分の考え」などを伝え合うことで、
筆者の「体の動きも心の動きに働きかける」という主張に迫らせたい。付箋に用意した意見を発表するだけ
でなく、その場で出た意見に対して思ったことや感じたことも伝えられるように意識させたい。『時計の時
間と心の時間』では、『笑うから楽しい』で学んだ事を生かし、同じ手順で読み取りながら、筆者の「心の
時間に目を向けることが、時間と付き合っていくうえでとても重要である」という主張に迫らせたい。また、
随時たてわり班での対話活動を取り入れ、筆者の考えをもとに自分はどう考えているのかを話し合わせるこ
とで、意見文に書く内容を整理させていきたい。 
第三次では、まず、第二次で学んだ双括型や具体的事例の挙げ方などを取り入れ、自分の意見文を書かせ

る。５年生にも意見文の内容を納得してもらえるように、筆者の考えに共感した叙述を引用したり、これま
でのたてわり班活動での具体的事例を取り挙げたりしながら書かせたい。また、意見文は６００～８００字
と限定することで、考えや事例を端的にまとめる力も付けさせたい。書いたものは、たてわり班のメンバー
で読み合い、５年生が納得できるような具体的事例が効果的に挙げられているか、自分の考えと事例を区別
して書けているか、などに着目しながら推敲させたい。次に、たてわり班毎に分かれ、自分の書いた意見文
をもとに５年生と交流する。よりよいたてわり班活動にするための考えを伝えたり５年生から感想を聞いた
りする対話活動を通して、自分の考えを広げたり深めたりさせたい。また、学習後のたてわり班活動がどの
ように変革したかをふり返ることで、自分の意見を発信していくことの大切さを実感させたい。 
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６年生指導案から 


